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土
木
学
会（
J
S
C
E
）と
協
力
協
定
を
締
結

し
て
い
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
土
木
学
会（
P
I
C
E
：

Philippine Institute of Civil Engineers
）
か

ら
の
招
聘
を
受
け
て
、2
0
0
8
年
11
月
27
日
～

29
日
に
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
・
カ
ガ
ヤ
ン
デ
オ
ロ
シ
テ
ィ

（C
agayan de O

ro

：G
olden F

riendship 

City

）に
お
い
て
開
か
れ
たPICE 34th N

ational 

Convention

に
土
木
学
会
よ
り
以
下
4
名
が
参

加
し
た
。11
月
27
日
に
松
島
格
也（
京
都
大
学
准

教
授
、国
際
委
員
会
委
員
兼
幹
事
）、11
月
28
日
、

29
日
に
濱
田
政
則（
早
稲
田
大
学
教
授
、元
土
木

学
会
会
長
）、伊
東
淳（
早
大
セ
ー
バ
ー
ス
）、11
月

29
日
に
中
埜
良
昭（
東
京
大
学
教
授
）が
そ
れ
ぞ

れ
参
加
し
た
。

開
会
式（
11
月
27
日
）

　

開
会
式
は
カ
ガ
ヤ
ン
デ
オ
ロ
市
内
中
心
地
の

Lim
ketkal Center
で
行
わ
れ
、そ
の
内
容
は
、

W
illy T

. GO

会
長
に
よ
る
P
I
C
E
の
活
動
報

告
、松
島
を
含
め
た
5
名
に
よ
るD

ebate of the 

D
ay "Civil Engineers N

eed M
ore Public 

Relations"

、フ
ィ
リ
ピ
ン
建
設
協
会
の
会
長
で

あ
るA

nthony L. Fernandez

氏
に
よ
る
特
別

講
演
が
行
わ
れ
た
。

ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル（
11
月
27
日
）

　

参
加
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
一
貫
し
て

議
論
さ
れ
て
い
た
の
は
、一
般
市
民
と
の
関
係
、

お
よ
び
技
術
者
に
対
す
る
資
格
審
査
に
つ
い
て

の
話
題
で
あ
る
。松
島
が
話
題
提
供
者
と
し
て
、

ま
た
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て

参
加
し
たD

ebate of the D
ay

に
お
い
て
は
、

土
木
技
術
者
が
い
か
に
一
般
市
民
と
か
か
わ
っ

て
い
く
べ
き
か
、専
門
性
を
も
っ
た
土
木
技
術
者

に
と
っ
て
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
示
し
方
は

ど
う
あ
る
べ
き
か
、と
い
っ
た
内
容
に
つ
い
て
非

常
に
活
発
な
議
論
が
と
り
行
わ
れ
た
。ま
た
、会

長
に
よ
る
資
格
制
度
設
立
に
向
け
た
報
告
の
あ

と
の
質
疑
応
答
で
は
、参
加
者
か
ら
ど
う
い
っ
た

方
針
で
進
め
る
べ
き
か
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
な

分
野
分
け
を
想
定
し
て
い
る
の
か
な
ど
に
つ
い

て
多
数
質
問
が
あ
り
、関
心
の
高
さ
を
う
か
が
わ

せ
た
。

　

現
在
、わ
が
国
に
お
い
て
も
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
イ

ン
ボ
ル
ブ
メ
ン
ト
や
技
術
者
資
格
試
験
の
重
要

性
が
認
識
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、と
こ
ろ
変
わ
っ
て

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
い
て
も
非
常
に
よ
く
似
た
議

論
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
驚
き
で
も
あ
り
、ま

た
と
て
も
興
味
深
い
話
だ
と
思
っ
た
。今
後
こ
う

い
っ
た
分
野
や
関
連
し
た
研
究
に
つ
い
て
の
日

本
─
フ
ィ
リ
ピ
ン
間
の
交
流
も
積
極
的
に
行
っ

て
い
け
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
ナ
イ
ト（
11
月
27
日
）

　

そ
し
て
懇
親
会Fellow

ship N
ight

で
あ
る
。

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、フ
ィ
リ
ピ
ン
全
土
か

ら
2
5
0
0
名
以
上
が
参
加
し
て
い
た
。食
事

は
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ビ
サ
ヤ
地
方
の
料
理
が
中
心

で
、盛
り
だ
く
さ
ん
の
シ
ー
フ
ー
ド
で
あ
っ
た
。

踊
り
あ
り
、歌
あ
り
の
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
た
。

 

招
待
講
演（
11
月
28
日
〜
29
日
）

　

P
I
C
E
の
依
頼
に
よ
っ
て
2
0
0
8
汶
川

地
震
報
告
を
中
心
に
招
待
講
演
を
濱
田
、伊
東
、

中
埜
の
3
人
が
行
っ
た
。

1
． “T

he 2008 W
enchuan E

arthquake 

伊
東 

淳
　（
早
稲
田
大
学
セ
ー
バ
ー
ス
）

中
埜 

良
昭（
東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
）

松
島 

格
也（
京
都
大
学
大
学
院
）

濱
田 

政
則（
早
稲
田
大
学
）

協
定
学
協
会

フ
ィ
リ
ピ
ン
土
木
学
会（
Ｐ
Ｉ
Ｃ
E
）

年
次
大
会
参
加
報
告

写真1　 大会の模様

写真2　 Debate of the Dayの模様（右端が松島）

写真3　PICEから感謝状を授与される濱田元会長
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in
 C

h
in

a an
d

 In
tern

ation
al 

C
oop

eration
 on

 E
arth

q
u

ak
e 

D
isaster M

itigation

” 
 

講
師
：
濱
田
政
則

講
演
内
容
は
、①
世
界
的
自
然
災
害
の
増
加
、

②
2
0
0
8
汶
川
地
震
お
よ
び
岩
手
宮
城
内

陸
地
震
報
告
、③
地
震
災
害
軽
減
に
つ
い
て
、

特
に
J
S
C
E
の
ス
マ
ト
ラ
地
震
・
津
波
に

つ
い
て
の
国
際
技
術
協
力
お
よ
び
8
学
会
四

川
大
地
震
復
旧
技
術
支
援
連
絡
会
議
に
よ
る

国
際
技
術
協
力
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

2
． “Slope F

ailures and Q
uakelakes 

C
aused by the 2008 W

enchuan 

Earthquake

”  
 

講
師
：
伊
東
淳

 

講
演
内
容
は
、①
汶
川
地
震
の
概
要

お
よ
び
地
質
学
的
概
要
、②
地
震
に

よ
る
地
す
べ
り
、③
地
す
べ
り
の
力

学
的
考
察
、④
地
震
湖
の
概
要
、⑤
抑

止
工
、に
つ
い
て
報
告
し
た
。

3
． “B

u
ild

ing
 D

am
ag

e
 d

u
e

 to
 

2008
 Sichuan

（W
enchuan

） 

E
arthquake

 and
 C

ooperative
 

A
ctivities

 on
 D

am
age

 Restoration
 

by
 Japanese

 Experts

”  

講
師
：
中
埜
良
昭

講
演
内
容
は
、①
汶
川
地
震
に
よ
る

建
築
被
害
、②
損
傷
を
受
け
た
ビ
ル

の
調
査
方
法
、③
ビ
ル
の
損
傷
の
種

類
、④
補
修
・
補
強
方
法
、に
つ
い
て

報
告
し
た
。

　

い
ず
れ
の
講
演
も
活
発
な
質
疑
応
答

が
あ
り
、地
震
災
害
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
わ

れ
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
大
学（U

niversity of the 
P

hilippines

）に
お
け
る
地
震
工
学
特
別
講
義

　

P
I
C
E
の
年
次
大
会
の
あ
と
、12
月
2
日

に
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
学
の
依
頼
に
よ
り
濱
田
、中

埜
、伊
東
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
学M

elchor H
all, 

Engineering T
heater

で
特
別
講
義
を
行
っ

た
。特
別
講
義
の
タ
イ
ト
ル
は“Recovery &

 

R
econstruction after the W

enchuan, 

China Earthquake of 2008

”で
、約
2
0
0
人

の
学
生
が
熱
心
に
受
講
し
た
。
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写真4　 熱心に受講するフィリピン大学の学生


